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公益財団法⼈ ⽇本⾃然保護協会
藤⽥ 卓

2023年1⽉21⽇ 農業「基本法」改正と “ 多⾯的機能 ” を考えるつどい

農業「基本法」改正と
“多⾯的機能”を考えるつどい
開催趣旨・あいさつ



⽇本の⾷料⾃給率の推移

⻄⽇本新聞 https://www.nishinippon.co.jp/image/526105/

私たちの食を支える日本の農業の現状

⽇本の農業従事者の年齢構成（令和4年）⽇本の農地⾯積の推移

農⽔省(2022)資料3:我が国の⾷料農業農村をとりまく状況の変化
https://www.maff.go.jp/j/council/seisaku/attach/pdf/20220929‐9.pdf
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化学肥料のほとんどは輸⼊、有限の資源、特定の国に依存

持続可能な資源への転換が必要



⾃然資源・⽣物多様性を活かした、持続的な社会・農業への転換が必要

平成30年版環境・循環型社会・⽣物多様性⽩書
https://www.env.go.jp/policy/hakusyo/h30/pdf/full.pdf

地球の限界（プラネタリー・バウンダリー）
による地球の状態 SDGsの⽬標間の関係



• 多くの農作物（果実等）は、花粉をめしべにつける仲介役が必要

• 花粉を運ぶのは昆⾍類（マルハナバチ、ミツバチ）など

• ⽇本の農業産出額（約5兆7,000億円）の8.3％の貢献（うち野⽣送粉者7割）

農作物の実りをもたらす昆虫



農地の生物多様性の危機

【主な原因】
• 集約的な農業（⼟地改良など）
• 化学農薬・肥料の使⽤
• 耕作放棄
（⽔⽥の場合、katayamaら(2015)）
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⽣物多様性及び⽣態系サービスの総合評価
報告書（環境省2021年）

持続的な農業を⽀える基盤（⽣物多様性）が劣化



6

モニタリングサイト1000里地調査とは

• ⽬的 ︓ 100年間、⾥⼭⽣態系をモニタリングして、保全へ活⽤
• 調査サイト︓ 235か所

コアサイト（18か所）2005年〜

⼀般サイト（217か所）2008年〜公募で選考、5年に1度更新

• 調査員 ︓ 約2,500名（2013-2017年）
市⺠調査員（⼀般、ハイアマチュア、研究者、企業）
のべ参加者約13万⼈⽇以上

• 調査項⽬ ︓ 9 項⽬＋１項⽬
（植物・⿃類・チョウ類・哺乳類・ホタル等）

• データ数 ︓ 約226万件
• 調査⽇数 ︓ のべ 43,860⽇

• 事務局 ︓ ⽇本⾃然保護協会
• 解析協⼒ ︓ 国⽴環境研究所
（数値は2019年度末時点の集計結果に基づく）



水辺・草地等の指標種や里山の普通種が急速に減少
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‐5.9 %/年
絶滅危惧Ⅱ類

‐5.7 %/年
絶滅危惧Ⅱ類

‐16.8 %/年
絶滅危惧ⅠA類

‐6.0 %/年
絶滅危惧Ⅱ類

‐2.1 %/年



成果の発信の結果
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NHK総合（くらし解説）
2019/11/21 10:05-10:15 NHK総合（くらし解説）

https://photos.google.com/share/AF1QipPXPW9mVAr2LAm40m3A9XL7IUDTrCF60P_lAMK
55BBBUHKOhe1LhtjyCW90o8g5Nw/photo/AF1QipNx1YPS6Px9i0uqZZudNxUBc2hjcYMtMlT
I1pOZ?key=QmI0LTRRNXVOeHpoTTRkeDdGRWJ5ZUFSTmRIMzln

朝⽇新聞ほか 2019/11/13朝刊1⾯

成果発信

・掲載ウェブサイト・TV放送等、150件以上
（2019年）

2019年 とりまとめ報告書 リリースの結果



里山の現代的な自然資源利用の再構築
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里山の現代的な自然資源利用の再構築の具体例
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包装紙（藁・モミガラ使⽤） 洗顔料（炭クズ使⽤） 耕作放棄⽔⽥再⽣(三浦半島）
⼊浴剤セット（商品名：ポップアート） LUSH社員と地元NPOとの協働

その他の商品例
⽶：フレッシュフェイスマスク『ドントルックアットミー』洗顔料『ハーバリズム』
茶葉：ジェリーマスク『1000 ミリへレン』
⽣姜：フレッシュフェイスマスク『華麗なる饗宴』
ニンニク：フレッシュフェイスマスク『⼄⼥の戦⼠』

化粧品ブランドLUSH×⽇本⾃然保護協会
豊かな⾥⼭のシンボル「サシバ」が⽴ち寄る⾥⼭からの恵みを使った商品の
「原材料調達」と「保全活動」を通じたサシバ保全のための⽶作りを⽀援

サシバ（絶滅危惧Ⅱ類）
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持続的な農業を⽀える仕組み（法制度＋⺠間の取組）の充実が必要
→⽣態系サービスは国⺠が広く享受するもの＝国⺠が⽀える仕組みが必要

農⽔省（2023)【資料3】⾷料・農業・農村をめぐる情勢の変化(基本法検証部会（令和5年1⽉13⽇）)
https://www.maff.go.jp/j/council/seisaku/kensho/attach/pdf/7siryo‐9.pdf



本日のシンポジウムの趣旨
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・ 【農政の憲法】⾷料・農業・農村基本法 改正（2024年予定）に望むこと
・多⾯的機能の位置づけ、多⾯法の課題

「持続可能な農業の実現」、「農地の⽣物多様性保全」について意⾒交換したい




